２００９年（平成２１年）４月９日
自治会員のみなさんへ
開地区自治連合会会長　海老温信
第二次水道問題対策委員会委員長　木村正孝
裁判に関するご協力のお願い
開児童公園の桜は満開です。神明小学校入学式もすみ、お喜びの皆さんも多いことと存じます。
４月３日開催の「裁判（第６回公判）及びポンプ交換要求についての報告会」にはお忙しいなかご参加いただきありがとうございました。
　この会で、湯川弁護士さんから裁判―第６回公判―の報告があり、当面の裁判の争点（私たちが訴えている開浄水場存続の法律的なポイント）は、「歴史的な経過を持つ特殊な給水契約であることを証明できるかどうか」。この事実を裁判所に認めさせるために、これを証明する証言、証拠などを集めるようにとのお話でした。
１　開浄水場は、日産車体が簡易水道廃止を申請以来、開自治会が１６年４カ月取り組んだ結果、地下水浄水場のまま、昭和５３年「市水道」に引き継がれました。この移管にあたり、市の求めに応じて、各戸が市に「同意書」を提出し、また水道管の引込み工事費用を自治会で組ごとに積立をしています。この時のことを覚えておられる方のお話（証言）や「証拠書類」を探しています。すでに当時の預金通帳１冊や個人の家計簿など提供いただいていますが、まだほかに何か関連する書類などありましたらご連絡ください。
２　「同意書」（組ごと）と「給水工事申込書」が市に保管されています。これらは「個人情報」のため、本人にしか開示されません。そこで、自治会単位で担当者と日を決めて水道部に開示請求に行きますので、自治会役員・水対委員と一緒に市水道部庁舎に行って下さいませんか。また、できれば同じ組の方に、声をかけて一緒においでください。
· 日　時：１３（月）　午後１時半　　開福祉センター前に集合
１４（火）　午後１時半　　開福祉センター前に集合
（車で行きます。時間は余りかかりません。）
